
 

  

研究内容：  

研究課題 

●テラヘルツ帯検出器アレイ 

●YTO を用いた広帯域マイクロ波発振器の周波数安定化 

●HFSS を用いた電磁界解析 

 

研究シーズ 

●この研究のセールスポイント 

近年，テラヘルツ波を用いた透視イメージング技術[1][2]や 

種々の診断技術への応用の期待から，急速にこの分野の研 

究開発が活発になってきた． 

一方，従来から開発されているイメージング技術では，特に 

危険物の探知，人体の監視，コンクリート内部検査，異物混 

入検査，果物糖度測定などへの応用を目的として 100GHz〜 

THz 帯のイメージング技術は大きな期待が持たれている． 

この領域の高感度検出器として，ショットキ・バリア・ダイオ 

ード（SBD）検出器や HEMT を増幅器として用いたものがあ 

る．これら常温で使用できる SBD や HEMT を用いた検出シス 

テムは便利で応用範囲が広い． 

本研究では，市販の SBD チップを化学エッチングすること 

により，遮断周波数を高め，300〜500GHz 帯のテーパースロ 

ットアンテナと SBD を組み合わせた検出器を開発する．これ 

らはテラヘルツ検出器アレイにつながるもので，テラヘルツ帯 

イメージングアレイを低価格で実現できるものと期待されている． 
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技術相談 

提供可能技術： 

・ミリ波，テラヘルツ波計測技術 

・HFSS を用いた電磁界解析 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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